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自然 知 夢 がはばたく 北生駒

～過去から未来へ伸びゆくまち 地域に根を張りつながるまち～
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これまでの経過概要

第５回事業計画会議
R2.7.7

まちづくり協議会設立総会
+（第１回）運営委員会

（第２回）運営委員会

Ｒ2.8.26

第６回事業計画会議

Ｒ5.11.10

前回
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（第３,４回）運営委員会

Ｒ2.12.23 / Ｒ3.6.24

（第７～10回）運営委員会

Ｒ4.12.22～R5.10.11

Ｒ4.2.4 / 7.21

アンケート調査
（まちづくり・将来土地活用等）

Ｒ2.10

先進地まちづくり事例視察会
（和歌山大学前駅周辺地区）

Ｒ3.11.25

地権者個別面談
（調整が必要なゾーンの地権者個別面談）

Ｒ4.9～R5.10

まちづくり協議会 (第2回)総会
本日

（第５,６回）運営委員会



学研北生駒駅北地区まちづくり協議会設立にあたり

「運営委員の選出」「規約の制定」を行いました。

北地区まちづくり協議会 設立総会（Ｒ2.7.7）
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●運営委員（順不同敬称略）

●小紫市長、松村先生に来賓挨拶を頂きました。

委員長 辻井則一

副委員長 田村俊文、 阪東俊行、 吉岡正純

委員 近鉄不動産㈱、 奈良交通㈱

調整委員 藤岡新昌



同協議会設立に合わせ、土台となる基本構想図を掲げました。

まちづくり協議会 設立総会（Ｒ2.7.7）
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北地区の「まちづくり基本方針」「基本方針イメージ図」を定めました。

学研都市の玄関口・北部地域の拠点に求められる都市機能の導入と

周辺地域との一体的なまちづくり
❶

交通ネットワーク形成と人にやさしいウォーカブルなまちづくり❷

周辺地域の自然環境・歴史文化と調和した景観まちづくり❸

次世代につながる環境にやさしい低炭素化・スマートシティを

目指したまちづくり
❹

住まいの循環サイクルの構築による住み続けられるまちづくり❺

学研北生駒駅北地区まちづくり基本方針
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〈まちづくり基本方針のイメージ図〉



■駅前広場周辺イメージと
建築物を介した歩行者ネットワーク・バリアフリー化イメージ（駅前広場⇔北東宅地）

駅舎
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基本構想図を基にしたまちの将来イメージスケッチを共有しました。

※本パースは、基本構想図（R2年7月）を基に作成したイメージで、決定したものではありません
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■建築物を介した歩行者ネットワーク・バリアフリー化イメージ（ならやま大通り⇔駅前広場）

駅舎

駅前広場

※本パースは、基本構想図（R2年7月）を基に作成したイメージで、決定したものではありません
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■とびやま公園（仮称）イメージ

※本パースは、基本構想図（R2年7月）を基に作成したイメージで、決定したものではありません
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学研高山地区第2工区事業について

学研高山地区第２工区マスタープラン(令和４年６月策定)

「住宅を中心とした土地利用」から

「産業施設等を中心とした土地利用」に転換

計画人口 2万3千人から５千人に変更

骨格道路(都市計画道路)の法線案

高山東西線

高
山
南
北
線

学研都市連絡道(国道１６３号バイパス)に
アクセスできる都市計画道路への変更

学研北生駒駅

補完ルート

市道真弓芝線

機能別土地利用面積の目安

土地利用方針図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然型産業機能 約85ha

都市型産業機能 約173ha

住機能 約30ha

都市機能
（商業・業務等）

自然型産業機能及び
都市型産業機能の用地内に含む。

都市基盤
（道路・公園・緑地等）

道路や緑地・公園についてはそれぞ
れの機能別土地利用用地内に含み、
関係法令等に基づき整備するものと
します。

合計 約288ha

※各機能の位置は事業進捗に合わせ柔軟に対応する

現行の都市計画道路
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令和４年度
４月

事業アドバイザー４者決定 立地等検討企業９者エントリー(R5.10現在14者)

６月 『学研高山地区第２工区マスタープラン策定』
まちづくりに向けた基本的な考え方
時代のニーズに柔軟に対応 順応・段階的に形成していくまちづくり

１１月 地権者の会役員会 『先行個別地区の設定』

令和５年度
５月

南エリアまちづくり協議会設立総会 １０９／１３４（８１．３％参加意向表明）

高
山
南
北
線

B-2

E-
1

E-2

G

F

Ａ

Ｃ
’

D

D’

Ａ
’

B-1

Ｃ

●奈良先端科学技術
大学院大学

学研高山地区南エリア

●奈良先端科学技術
大学院大学

工区割りイメージ図 先行個別地区
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まちづくり協議会（第2回）総会（R5.11.10）

・議案第1号 まちづくり事業区域について

・議案第2号 事業化検討アドバイザーについて

・議案第3号 市街化区域編入手続きについて

・報告第1号 基本計画図（案）について

・報告第2号 今後の予定について

第10回のまちづくり協議会運営委員会を経て、学研北生駒駅北地区の事業

推進のため、以下の議案について、議決、報告をいたしました。



今後の予定について
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現在

事業化検討ア
ドバイザー

業務代行予
定者

●まちづくり
基本計画の検討
（事業計画素案）

●事業計画の作成

準備組合

●組合の設立準備
協議会

工

事

着

手

協議会設立準備

事業費概算、収支計画、

認可申請など

●都市計画手続き

実施設計･仮換地指定等

協議会設立

準備組合設立

造成計画、道路･街区

計画、公共施設設計な

ど

組合設立
事業認可

基本構想図の作成

整備手法の検討

●まちづくり
基本構想図の検討

●準備組合
設立準備

組合

市街化区域編入、用途地域、

地区計画など

業務代行者

公募･選定

駅
北
地
区

中
心
地
区

●第6回学研北生駒駅中心地区事業計画会議

●第7回学研北生駒駅中心地区事業計画会議
（北地区の事業進捗報告、会則の変更について）

事業進捗の報告、エリアマネジメント協議（年1回程度）



その他
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１．学研北生駒駅北地区の西側隣接地の民間開発事業の進捗について



その他
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２．本会（学研北生駒駅中心地区まちづくり事業計画会議）が担う

べき役割の整理・見直しを踏まえた会則変更について

（※）事業者等が中心となって個々の施設等を計画する時期

（※）

→令和5年11月現在、各エリアの計画は概ね決定し、具体的な都市計画変更
など事業を進めている状況であるため、活動期を見据え会則の変更（別紙）を検討


